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多良間村　教育委員会からのお知らせ（周知）

平成26年12月1日

（2）

平成２5年度多良間村財政指標について

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

　  健全化判断比率 － － 12.7 －

　  早期健全化規準 15.00 20.00 25.0 350.0 

　  財政再生規準 20.00 30.00 35.0 

　特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化規準

　簡易水道事業特別会計 － 20.0 

■平成２５年度健全化判断比率

■平成２５年度資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）第３条第１項の規定に基づく健全化判断比率

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）第22条第１項の規定に基づく資金不足比率

備考：健全化判断比率のそれぞれの欄において「－」と表記されている場合は、実質赤字額、連結実質赤字額がないこと及び
　　　実質公債費比率、将来負担比率が算定されないことを表す。

備考：資金不足比率の欄において「－」と表記されている場合は、資金不足額が
　　　発生していないことを表す。    

　多良間村は、幼稚園の入園料・保育料（１０月）及び児童生徒の学校給食費（９月）の無償化が、
平成２６年９月１８日の定例議会において、決定致しました。
　保護者の皆様には、経済的な負担軽減に大きく貢献するものと期待します。

多良間村教育委員会
教育長決まる

教
育
委
員
長

　
知
念
信
雄
氏（
64
）
教
育
委
員
長
職
務
代
理

　
新
里
五
子
氏（
48
）
教
育
長

 

池
城
三
千
雄
氏（
59
）

　

11
月
19
日
に
村
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
村
当
局
か
ら
教
育
委

員
会
委
員
任
命
に
つ
い
て
三
氏
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
。

翌
20
日
に
伊
良
皆
光
夫
村
長
は
三
氏
に
辞
令
を
交
付
し
た
。
そ
の

後
11
月
21
日
に
教
育
委
員
会
が
開
か
れ
教
育
長
と
教
育
委
員
長
が

互
選
さ
れ
た
。

平成２６年  第７回

多良間村議会臨時会
　

去
る
11
月
19
日
多

良
間
村
議
会（
森
山
実

夫
議
長
）の
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
伊
良
皆
光

夫
村
長
か
ら
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命（
地

方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
第
４
条
第
１
項

の
規
程
に
よ
り
）に
つ

い
て
提
案
さ
れ
、
委

員
に
知
念
信
雄
氏
、
池

城
三
千
雄
氏
、
新
里
五

子
氏
の
三
氏
が
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。



過去最高の３９５人多良間路を駆け抜ける

（3）

17

　

去
る
11
月
８
日
第
17
回
た
ら

ま
島
１
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

村
役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー

ル
す
る
４
つ
の
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
た
。
島
を
１
周
す
る
24
・

３
km
マ
ラ
ソ
ン
で
男
子
初
出
場

の
児
玉
明
紀（
宮
古
島
市
）が
１

時
間
30
分
15
秒
。
女
子
の
塚
田

恭
子（
東
京
都
）が
１
時
間
51
分

17
秒
で
２
連
覇
し
、
男
女
と
も

大
会
新
記
録
を
更
新
し
た
。

　

開
会
式
は
午
前
11
時
に
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
大

会
長
の
伊
良
皆
光
夫
村
長
は

「
今
大
会
は
県
内
外
か
ら
の
過

去
最
多
出
場
と
言
う
こ
と
も
有

り
感
謝
し
ま
す
。
日
頃
の
練
習

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
無
理

な
く
体
力
に
合
わ
せ
て
多
良
間

の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
笑
顔
で
楽

し
く
走
っ
て
ほ
し
い
。」と
あ
い
さ

つ
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
村
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
た

ら
ぴ
ん
」も
登
場
し
盛
り
上
げ
て

く
れ
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
24
・
3

km
、
10 

km
、

５
km
、
３
km
と
3
9
5
人
が
出
場

し
完
走
者
は
3
8
6
人
で
完
走
率

約
98
％
で
し
た
。
完
走
出
来
な
か
っ

た
方
は
次
回
大
会
に
ぜ
ひ
完
走
を

目
指
し
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

　

大
会
後
、
出
場
者
に
は
多
良
間

の
ヤ
ギ
汁
と
牛
汁
そ
ば
が
振
る
舞

わ
れ
た
。
疲
れ
切
っ
た
身
体
を
回

復
さ
れ
る
た
め
、
婦
人
会
ら
が

作
っ
た
多
良
間
産
黒
糖
入
り
ぜ
ん

ざ
い（
サ
サ
ゲ
）
も
好
評
で
あ
っ

た
。
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宮古地区農業委員・多良間開催

平成26年度沖縄県広域地震・津波避難訓練

　

去
る
11
月
5
日
、
平
成
26
年

度
沖
縄
県
広
域
地
震
・
津
波
避

難
訓
練
に
伴
い
、
多
良
間
村
は

全
住
民
に
よ
り
避
難
訓
練
を
実

施
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
沖
縄

県
地
震
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

大
規
模
地
震
・
津
波
の
発
生
を

想
定
し
、
県
民
等
の
避
難
行
動

に
特
化
し
た
県
下
全
域
を
対
象

と
す
る
実
践
的
な
訓
練
を
通
し

て
地
震
・
津
波
に
対
す
る
防
災

意
識
啓
発
や
津
波
避
難
訓
練
計

画
等
の
検
証
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
震
・
津
波
災
害
に
か
か

る
避
難
態
勢
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　

訓
練
の
想
定
は
、
11
月
5
日

10
時
30
分
に
沖
縄
県
全
域
で
強

い
地
震
が
観
測
さ
れ
、
10
時
33

分
に「
沖
縄
本
島
地
方
」「
大
東
島

地
方
」「
宮
古
・
八
重
山
地
方
」に

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と

し
て
開
始
し
た
。

　

参
加
団
体
は
、
幼
小
中
学
校

や
保
育
所
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

一
般
住
民
・
消
防
団
ら
が
指
定

さ
れ
た
津
波
避
難
場
所
へ
と
駆

け
つ
け
た
。

多
良
間
島
の
津
波
避
難
場
所

（
海
抜
表
示
Ｍ
）は
次
の
通
り

＊
八
重
山
遠
見
台
＝
27
Ｍ

＊
父
母
の
森
＝
23
Ｍ

＊
浄
水
場
＝
28
Ｍ

　

去
る
11
月
18
日
に
多
良
間
村
で
平
成

26
年
度
農
業
委
員
研
修
会
・
宮
古
地
区

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
全
国
農
業
会
議
・
沖
縄

県
農
業
会
議
・
各
関
係
機
関
の
講
師
に
よ
る

（
1
）農
業
委
員
会
系
統
組
織
を
め
ぐ
る

　
　

 

情
勢
に
つ
い
て

（
2
）農
地
法
の
適
正
執
行
に
つ
い
て

（
3
）農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
つ

　
　

い
て

（
4
）農
業
者
年
金
加
入
推
進
に
つ
い
て

　

そ
の
他
の
講
義
が
行
わ
れ
、
新
人
委

員
を
は
じ
め
、
多
数
の
委
員
か
ら
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
各
農
業
委
員

の
活
動
強
化
、
資
質
向
上
を
図
っ
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
意
見
交
換
会
等
も

行
わ
れ
各
委
員
の
交
流
も
深
ま
っ
た
。
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　去る11月17日に宮古製糖株式会社（安村　勇社長）の専務取締
役長濱哲夫と来間春誠多良間工場長が村役場を訪れ、多良間新製
糖工場の早期建設を要請した。
　要請として、「多良間村において古くは明治時代からさとうき
びの栽培がなされ島の産業発展に寄与されてきました。
　現在の工場は、昭和51年12月に完成し今日まで地域の重要な
基幹産業として操業を続けてきました。築38年を経過し建屋及び
設備等の老朽化が進み、設備投資や経営環境にも影響が出ている。
　多良間村の経済発展には、生産農家の所得の向上及びさとうき
び産業の継続発展が重要な事であります。その一翼を担う製糖工
場の役割をご理解いただき新工場の建設を要請する。」とした。
　また多良間地区さとうきび生産組合（本村健次組合長）は「既存
の製糖工場は、機械設備の老朽化や集中脱葉処理施設等は設置さ
れてから、約20年経過しており同様に老朽化が進んでいます。新
工場と同様に、集中脱葉処理施設の新規導入も急がれている。
　さとうきびの安定的な生産及び、「エコ黒糖」のブランド確立の
ため、環境に配慮した宮古製糖多良間工場の建設、集中脱葉処理
施設の新規導入を、早期に実施するよう」要請した。

　宮古製糖(株)多良間工場（工場長　来間春誠）は、平
成２６／２７年期操業に向けて恒例のボイラー火入れ
式を去る１１月１８日に行い、工場職員や各関係機関
が参加し、操業中の安全祈願を行った。
　また、１２月５日に総合試運転。平成２７年１月５
日を操業開始（圧搾）とし、さとうきび搬入予想トン数
を２１，０００トンとした。

　　多良間新製糖工場の
　　　　　　　早期建設を要請

平成２６／２７年期
製糖操業は年明け

病害虫のまん延
防止にご協力を！

放送大学４月生募集の
お知らせ

　移動規制の対象地域から以下の
持ち出せないものが届いた場合に
は、植物防疫所にご連絡をお願い
します。

移動規制の対象地域及び持ち
出せないもの

・沖縄県全域、奄美群島、ト
カラ列島、小笠原諸島、徳之
島、沖永良部、与論島など

サツマイモ・ヨウサイ・グン
バイヒルガオ・モミジバヒル
ガオ・カンキツ類・サルカケ
ミカン・ワンピなど生植物等

詳しくは下記へ
農林水産省植物防疫所
http://www.maff.go.jp/pps/

　放送大学では、平成２７年度第１
学期（４月募集）の学生を募集してい
ます。
　放送大学はテレビ等の放送やイン
ターネットを利用して授業を行う通
信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自
然科学など、幅広い分野を学べます。
　出願期間は３月２０日です。
　資料を無料で差し上げています。
お気軽に放送大学沖縄学習センター
（ＴＥＬ：098-895-5952）までご請求下
さい。
放送大学ホームページでも受け付け
ています。
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平成26年度
　

平
成
26
年
度
多
良
間
村
民
運

動
会
が
去
る
11
月
３
日
、
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
。「
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
村

民
の
健
康
増
進
と
心
の
ふ
れ
合

い
・
明
る
い
平
和
で
豊
か
な
地

域
づ
く
り
」
と
村
の
活
性
化
を

図
る
目
的
で
行
わ
れ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
伊
良
皆
光

夫
村
長
は「
爽
や
か
な
秋
晴
れ

の
な
か
村
民
皆
さ
ん
が
、
ガ
ン

ジ
ュ
ウ
シ
ャ
ド
ゥ
宝
を
基
本
に

体
力
づ
く
り
健
康
づ
く
り
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

全
23
種
目
の
盛
り
だ
く
さ
ん

の
競
技
を
各
区
代
表
が
競
争
に

挑
ん
だ
。
糸
く
り
競
技
や
縄
な

い
な
ど
は
年
配
の
方
々
が
ハ
ッ

ス
ル
！
汐
汲
み
や
ギ
ッ
チ
ョ

ウ
・
ワ
ー
ガ
ニ
マ
ー
ス
競
技
は

若
手
が
！
幼
稚
園
児
か
ら
老
い

も
若
き
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
く
一
日
を
過
ご
し
た
。

多良間村民運動会多良間村民運動会

多良間小学校を表彰　体育優良校
　

村
立
多
良
間
小
学
校（
校
長
森
田
正
人
）

が
日
本
学
校
体
育
研
究
連
合
会
よ
り
学
校
体

育
優
良
校
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
。
先
に
岐

阜
県
で
行
わ
れ
た
全
国
学
校
体
育
研
究
大
会

（
21
世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
運
動

へ
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
事
が
趣
旨
。）で

同
校
の
砂
川
武
彦
教
頭
が
参
加
し
表
彰
状
を

受
け
た
。

　

多
良
間
小
学
校
は「
運
動
の
楽
し
さ
や
喜

び
を
味
わ
い
、
自
ら
学
ぶ
児
童
の
育
成
」を
研

究
テ
ー
マ
に
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
れ

ら
が
認
め
ら
れ
沖
縄
県
の
推
薦
で
同
大
会
に

参
加
し
、
優
良
校
の
受
賞
を
受
け
た
。

　

砂
川
教
頭
は
村
長
室
を
訪
れ
受
賞
の
報
告

を
行
い
、
伊
良
皆
光
夫
村
長
は「
児
童
生
徒
、

先
生
た
ち
の
頑
張
り
が
受
賞
へ
と
つ
な
が
っ

た
。
地
域

や
保
護
者

ら
の
協
力

も
あ
っ
た

と
思
う
。

今
回
の
受

賞
を
励
み

に
、
今
後

と
も
子
ど

も
た
ち
の

健
全
育
成

に
取
り
組

ん
で
ほ
し

い
と
」
話

し
た
。
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合掌・多良間神社祭
　

去
る
11
月
10
日
、
多
良
間
神
社
に

お
い
て
氏
子
や
村
役
場
、
関
係
機
関
・

村
民
多
数
が
参
列
し
、
神
社
の
ま
つ

り
ご
と
を
司
る
ニ
サ
イ
ガ
ッ
サ
の

下
、
参
加
者
ら
が
合
掌
し
た
。

　

村
民
を
代
表
し
て
伊
良
皆
光
夫
村

長
が
祈
詞
を
延
べ
、
参
加
者
全
員
で

土
原
豊
見
親
頌
徳
歌
と
数
え
歌
を
合

唱
し
た
。

　

神
社
に
は
明
治
36
年
11
月
14
日
植

福
木
五
拾
本
と
書
か
れ
た
扁
額
が
奉

納
さ
れ
て
い
る
。
現
在
そ
の
福
木
が

大
木
と
な
り
天
高
く
そ
び
え
て
い

る
。
ま
た
数
え
歌
は
木
板
に
書
か
れ

奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　

多
良
間
神
社
は
土
原
豊
見
親
を
祀

る
神
社
で
あ
り
、
土
原
豊
見
親
は
15

世
紀
に
出
現
し
、
ア
マ
ガ
ー
村
、
ハ

リ
マ
村
、
フ
タ
ツ
ガ
ー
村
な
ど
島
の

諸
勢
力
を
統
一
し
、
点
在
し
て
い
た

集
落
を
現
在
の
集
落
位
置
に
統
合
し

た
郷
土
開
拓
の
先
駆
者
で
あ
る
。

　

尚
真
王
か
ら
多
良
間
島
主
に
命
ぜ

ら
れ
、
豊
見
親
は
宮
古
島
の
頭
の
指

導
の
下
に
島
の
政
治
に
力
を
注
い

だ
。
ま
た
豊
見
親
は
運
城
御
嶽
・
泊

御
嶽
を
創
設
し
て
民
心
の
教
化
に
努

め
た
。

　

豊
見
親
口
説
の
詩
、
三
味
線
を
仲

間
精
一
氏
が
披
露
。
来
年
の
神
社
祭

は
児
童
生
徒
ら
の
参
列
と
余
興
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
参
加
者
ら
は
確

認
し
て
い
た
。

次
に「
土ん
た
ば
る
と
ぅ
ゆ
め
し
ょ
う
と
く
か

原
豊
見
親
頌
徳
歌
」を
掲
載

１
、
泊
の
嶽
や
　
運う
ん

城ぐ
す
く　

杜も
り

の
社
や
し
ろ

底そ
こ

つ
根ね

に

堅か
た

く
定さ
だ

め
て
　
建
て
ま
せ
る
　

村
は
い
や
継
ぎ
　
栄
え
ゆ
く

思
え
ば
御お
み
や
ん
た
ば
る

親
土
原
の
　

豊
見
親
の
徳
だ
　
崇あ

が

め
ま
し
ょ
う

２
、
心
の
光
　
燈と

も

さ
れ
て
　

生た
つ
き活

の
法の

り

を
　
伝
え
ら
れ

は
る
か
な
海
の
　
外
ま
で
も
　

輝
き
わ
た
る
　
勲

い
さ
お
し
は

民
の
行
く
末
　
い
や
栄さ

か

え
と
　

今
は
鎮ち

ん
じ
ゅ守
の
　
守
り
神

３
、
島
と
海
と
の
　
日
に
映は

え
て

常と
き
わ磐
に
繁
る
　
土
原
の

山
の
ふ
も
と
の
　
和な

ご

か
げ
に
　

民た
み

草ぐ
さ

永と

久わ

に
　
幸
歌
う

仰
げ
諸
人
　
垂た

ら
ち
ね

乳
根
の
　

御お
み
や親
の
高
い
　
御
徳
を
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東
京
多
良
間
郷
友
会
よ
り
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
と
に
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま

し
た
が
、
皆
様
に
は
お
元
気
で
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
は
、
東
京
多
良
間
郷

友
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
9
月
の
8
月
踊
り
の
際

に
は
友
人
共
々
踊
り
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
京
多
良
間
郷
友
会
は
さ
る
11

月
16
日「
80
周
年
記
念
誌
の
発
行
を

祝
う
」第
81
回
多
良
間
ま
つ
り
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
多
良
間
村
よ

り
伊
良
皆
村
長
を
始
め
、
下
地
土

建
、
多
良
間
興
産
の
社
長
さ
ん
及

び
社
員
の
皆
さ
ん
。
昭
和
30
年
同

期
生
の
皆
様
に
ご
参
加
を
頂
き
、

総
勢
2
0
0
人
に
よ
る
多
良
間
小
、

中
学
校
校
歌
斉
唱
を
力
強
く
行
っ

て
節
目
の
会
を
締
め
く
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
ま
し
て
お
礼
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
「
80
周
年
記
念
誌
発
行
」に
お
き

ま
し
て
も
多
良
間
村
の
皆
様
に
は

広
告
や
寄
付
の
形
。
あ
る
い
は
記

事
や
写
真
の
提
供
に
惜
し
み
の
な

い
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様

の
お
力
添
い
に
よ
り
多
良
間
村
の

香
り
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
温
か

い
雰
囲
気
の
記
念
誌
に
仕
上
が
っ

た
こ
と
に
会
員
一
同
、
大
変
満
足

を
致
し
て
お
り
ま
す
。
宮
古
毎
日

新
聞
社
の
お
勧
め
を
頂
い
て
、
一

冊
1
0
0
0
円
で
の
販
売
を
始
め

た
所
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
心

温
ま
る
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
多
良
間
郷
友
会
の
結
成
は
、

１
９
３
３
年（
昭
和
８
年
）。
今
年

で
81
歳
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
結
成
当
時
は
、
長
引
く
不
況

で
失
業
者
が
町
に
あ
ふ
れ
、
沖
縄

に
対
す
る
蔑
視
の
風
潮
も
あ
る
苦

難
の
時
代
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
東
京
で
身
寄
り
の

な
い
多
良
間
出
身
者
10
人
前
後
の

人
達
が
、
寄
り
添
っ
て
励
ま
し
合

お
う
と
、
昭
和
８
年
８
月
、
青
山

一
丁
目
の
泉
川
春
仁
さ
ん
宅
で
、

郷
友
会
を
結
成
。
初
代
会
長
に
親

里
春
順
氏
が
選
任
さ
れ
、
仕
事
の

話
、
ふ
る
さ
と
多
良
間
の
郷
愁
を

語
り「
石
に
噛
り
付
い
て
も
」
と
、

初
心
を
確
か
め
合
い
、
励
ま
し
あ
っ

て
親
密
に
語
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

　

以
後
、
第
２
代
目
に
澤
田
朝
序

氏
、
第
３
代
目
福
村
朝
祥
氏
、
第

４
代
目
富
弘
峻
氏
、
第
５
代
目
長

池
間
常
茂
氏
の
歴
代
会
長
を
中
心

に
、
会
員
が
一
丸
と
な
り
、
今
日

の
郷
友
会
の
土
台
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
１
９
８
３
年（
昭
和
58
年
）第

６
代
目
神
田
玄
一
会
長
の
就
任
で

私
も
役
員
と
し
て
郷
友
会
の
運
営

に
参
加
。
第
７
代
会
長
の
村
吉
常

宏
に
継
い
で
、
２
０
０
８
年（
平
成

20
年
）よ
り
現
執
行
部
が
運
営
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

神
田
前
会
長
の
方
針
で
も
あ
っ

た「
宮
古
連
合
始
め
沖
縄
関
係
各
団

体
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
親
睦

の
他
、
学
び
合
い
を
大
切
し
た
郷

友
会
活
動
」を
目
指
し
て
船
出
を
致

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
不
況
と
郷

友
会
離
れ
の
時
代
に
遭
遇
。
参
加

者
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。

宮
古
郷
友
連
合
会
の
郷
友
会
の
中

に
は
単
独
の
総
会
を
諦
め
、
合
同

の
会
に
変
更
す
る
状
況
と
な
り
、

会
員（
参
加
者
）増
強
は
、
喫
緊
の

課
題
と
な
り
ま
す
。

　

80
年
の
歴
史
を
持
つ
東
京
多
良

会長 土井 幸子

郷友会
紹介企画

第5回 東京多良間郷友会
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間
郷
友
会
は
、
他
の
郷
友
会
を
先
導

し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。「
80
年

の
歴
史
、
先
達
の
尊
い
志
を
閉
ざ
す

こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
い
」を
合
言
葉

に
、
会
の
存
続
、
会
員
増
強
の
た
め

の
手
法
を
模
索
。
試
行
錯
誤
の
末
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に

文
化
・
芸
能
も
普
及
す
る「
会
員
の
友

人
知
人
も
参
加
で
き
る
多
良
間
ま
つ

り
」の
開
催
に
踏
み
切
っ
た
次
第
で
し

た
。

　

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
沖
縄
本
島
で

ご
活
躍
の
渡
久
山
英
男
氏
、
福
嶺
勝

公
氏
、
兼
城
克
夫
氏
、
広
島
の
野
原

政
吉
氏
、
大
阪
の
清
村
斉
氏
等
歌
者

の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ

と
で
内
容
も
充
実
。「
多
良
間
ま
つ
り

は
楽
し
い
、
多
良
間
は
す
ご
い
」と
の

評
判
を
頂
い
て
少
し
ず
つ
参
加
者
が

増
え
、
総
会
に
参
加
す
る
会
員
が
10

人
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
当
初
に
は
比

較
に
な
ら
な
い
会
と
し
て
成
長
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
23
年
生
同
期
生
の
集

団
参
加
を
き
っ
か
け
に
多
良
間
、
宮

古
、
沖
縄
本
島
、
関
西
、
広
島
等
遠

方
の
郷
友
の
参
加
が
、
多
良
間
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
、
大
き
な
ネ
ル
ギ
ー

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
も
東
京
の
は
い
ら
な

い「
多
良
間
ま
つ
り
」で
す
。
今
後
は
、

世
界
多
良
間
人
大
会
の
よ
う
な
、
日

本
全
国
の
多
良
間
人
が
集
う［
オ
ー
ル

多
良
間
］の
会
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と

願
う
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
多
良
間
村
制
施
行
１
０
０

周
年
の
年
が
、
東
京
多
良
間
郷
友
会

80
周
年
と
重
な
る
歴
史
に
も
感
慨
深

い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
ご

招
待
を
頂
い
て
式
典
、
祝
賀
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
会

場
中
央
に
堂
々
と
し
た
子
ど
も
達
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
子
ど
も
と
、

人
生
の
先
輩
で
あ
る「
目
上
の
方
を
敬

い
、
大
切
に
扱
う
」多
良
間
の
崇
高
な

文
化
に
大
変
感
動
を
致
し
ま
し
た
。

　

故
郷
を
離
れ
、
東
京
に
暮
ら
す
私

た
ち
に
と
っ
て
12
歳
～
96
歳
ま
で
が

集
う「
ト
ゥ
イ
会
」。「
ス
ツ
ウ
プ
ナ
カ
」

や「
八
月
踊
り
」
な
ど
の
伝
統
文
化
、

行
事
を
１
０
０
年
も
の
間
、
守
り
続

け
る
ば
か
り
か「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」に
登
録
さ
れ
る
ほ
ど
の
美
し
い
自

然
を
守
り
つ
つ
、
農
産
物
の
収
穫
で

も
成
果
を
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
島

の
皆
様
は
、
誇
り
で
あ
り
、
そ
の
頑

張
り
に
は
心
か
ら
、
感
謝
と
敬
意
を

表
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
故
郷
は
遠
き
東
京
に
あ
っ
て
は
、

思
い
が
強
い
も
の
」で
あ
り
、
様
々
な

文
化
、
価
値
の
中
で
、
変
わ
る
こ
と

の
な
い
大
切
な
も
の
が
故
郷
を
思
う

心
だ
と
、
常
々
考
え
て
も
い
ま
す
。

　

記
念
誌
に
は
結
の
文
字
が
は
い
り

ま
し
た
。「
多
良
間
村
と
郷
友
会
の
パ

イ
プ
を
し
っ
か
り
と
結
び
、
交
流
が

さ
ら
に
深
ま
り
ま
す
よ
う
」願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
変
恐
縮
に
は
存
じ
ま
す
が
、
島

を
離
れ
た
我
々
が
都
会
の
荒
波
に
負

け
ず
に
頑
張
れ
る
よ
う
、
懐
か
し
く

思
い
出
せ
る
故
郷
を
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
て
頂
け
ま
す
と
、
大
変
有
難

く
存
じ
ま
す
。
我
々
は
、
生
活
基
盤

を
し
っ
か
り
作
る
こ
と
で
、
多
良
間

島
の
宣
伝
役
を
担
い
、
多
く
の
人
々

に
多
良
間
島
を
知
っ
て
頂
い
て
発
展

に
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

多
良
間
島
の
皆
様
に
は
、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
の
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
多
良
間
郷
友
会
会
長　
　土

井　

幸
子
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新区長紹介

字仲筋
２区長が交代

仲筋字会新役員紹介
　去る10月17日「マッツー」の日に仲筋字会は総会を開き25年度の会
計報告や活動報告を行った。また役員改選では次の通り選任された。

字会長：垣花　　満　　副会長：豊見山　登
庶　務：志堅原　誠　　会　計：大城　克憲
監査役：大城　幸盛　高江洲政隆

天川区長
池間　雅英

土原区長
浦崎　朝宏

　

去
る
11
月
23
日
西
原
町
民
陸
上
競
技
場

に
お
い
て
、
在
沖
多
良
間
郷
友
会（
会
長

亀
川
博
薫
）の
第
48
回
ふ
し
ゃ
ぬ
ふ
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
秋
風
に
走
れ
・
秋
空
に
舞
え
」
と
銘

打
っ
て
秋
天
高
く
快
晴
な
中
、
多
く
の
郷

友
が
参
加
し
楽
し
く
過
ご
し
た
。
亀
川
会

長
は
、「
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
な
か
老
い

も
若
き
も
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
健
康

増
進
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

競
技
で
は
１
０
０
Ｍ
走
や
１
６
０
０
Ｍ

リ
レ
ー
、
２
世
、
３
世
、
４
世（
幼
児
全
員
）

ら
に
よ
る
お
菓
子
ひ
ろ
い
な
ど
、
ま
た
ミ

ズ
ン
ー
競
争
、
綱
引
き
や
ギ
ッ
チ
ョ
ウ
、

ワ
ー
ガ
ニ
な
ど
多
種
に
わ
た
り
競
技
を
楽

し
ん
だ
。

　

競
技
の
結
果
、
嶺
間
会
が
３
連
覇
を
成

し
遂
げ
凱
旋
を
お
こ
な
っ
た
。

第48回ふしゃぬふ大運動会

在沖多良間郷友会
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緊急ダイヤル

火 災 村 消 防 （79-2619）

警 察 官 派 出 所 （79-2010）

急病人（1）多良間診療所

（2）時間外

（3）役場住民福祉課

救急車要請 総務財政課（消防）

歯科診療所医師

停　電　沖縄電力多良間営業所

断　水　役場住民福祉課

家畜疾病　役場産業経済課

ガス専用JA多良間　

119番

110番

79-2101

090-6862-6490

79-2623

79-2619

79-2162

79-2147

79-2623

79-2503

090-6859-2355

◆時間外救急受付	

◆救急車出動	

◆ヘリ搬送	 　　　

救急車要請	：
７９－２６１９

急病人時間外：
０９０－６８６２－６４９０

8件

2件

1件

救急に関すること
（11月）

世 帯 数 と 人 口

総世帯数
総人口
男 661

区　別 人　口 世帯数
土　原
天　川
津　川
宮　良
嶺　間
大　道
大　木
吉　川
水　納

出　生
転　入

死　亡
転　出

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
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（平成26年11月末現在）11
月

字仲筋　高江洲　勇　平成26年10月31日 （82歳）
字仲筋　大浦カマド　平成26年11月4日 （97歳）

おくやみ

村長のたうけーむぬゆむ（゚ひとりごと）
　

12
月
22
日
は
冬
至（
多
良
間
で
は
ト
ゥ
ン
ジ
ー

と
い
う
）
で
あ
る
。
一
年
の
う
ち
で
昼
間
が
一
番

短
く
て
、
夜
が
一
番
長
い
日
で
あ
る
。
冬
至
の
日

を
境
に
冬
の
寒
さ
が
一
段
と
深
ま
る
。
冬
至
と
対

極
に
あ
る
の
が
夏
至（
多
良
間
で
は
カ
ー
ツ
ー
と

い
う
）
で
あ
る
。
一
年
の
う
ち
で
昼
間
が
一
番
長

く
て
、
夜
が
一
番
短
い
日
で
あ
る
。
冬
至
と
夏
至

の
日
照
時
間
は
お
よ
そ
５
時
間
の
差
が
あ
る
と
い

う
。

　

多
良
間
で
は
、
冬
至
の
こ
と
を「
ト
ゥ
ン
ジ
ー

ガ
マ
」と
も
言
い
、
別
名「
イ
ミ
正
月
」と
も
言
っ

た
。
子
ど
も
の
頃
、
ジ
ュ
ー
シ
ユ
ー
を
炊
い
て
お

供
え
し
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
の
日
は
早
く
太
陽
が

沈
む
ぶ
ん
夜
が
早
い
。「
正
月
え
ー
む9

」と
言
っ
て

真
っ
暗
闇
と
な
っ
た
。
電
気
の
な
い
時
代
で
あ
る
。

当
時
は
屋
敷
の
周
り
は
福
木
の
木
で
囲
ま
れ
て
い

た
。
道
路
側
も
ほ
と
ん
ど
が
福
木
で
覆
わ
れ
て
い

た
。
電
気
は
な
く
、
懐
中
電
灯
も
各
家
庭
に
あ
る

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
外
を
歩
く
と
き
前
は
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
は
空

を
見
な
が
ら
歩
い
た
。
福
木
と
福
木
の
間
か
ら
見

る
空
は
や
や
明
る
く
見
え
た
。
空
を
見
る
こ
と
で

道
路
に
沿
っ
て
歩
け
た
の
だ
。
こ
れ
を「
テ
ィ
ン

プ
カ
ギ
」と
言
っ
た
。

　

今
年
は
、
19
年
に
一
度
し
か
訪
れ
な
い「
遡
旦

冬
至（
さ
く
た
ん
と
う
じ
）」と
い
う
、
と
っ
て
も

お
め
で
た
い
特
別
な
日
で
あ
る
。「
遡
旦
冬
至
」は

新
月
と
冬
至
が
重
な
る
希
少
な
日
で
あ
る
。
新
月

は
こ
れ
か
ら
満
月
に
向
か
っ
て
満
ち
て
い
く
、
月

の
復
活
を
意
味
し
ま
す
。
冬
至
は
昼
間
が
最
も
短

い
日
な
の
で
、
冬
至
を
境
に
こ
れ
か
ら
陽
が
長
く

な
っ
て
い
く
日
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
冬
至
は
極

限
ま
で
弱
ま
っ
た
太
陽
が
復
活
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
太
陽
の
復
活
と
月
の
復
活
が
重
な
る
、
19

年
に
一
度（
正
確
に
は
19
年
と
７
ヶ
月
ら
し
い
）し

か
訪
れ
な
い
お
め
で
た
い
日
、
そ
れ
が「
遡
旦
冬

至
」な
の
だ
。

　

昔
中
国
で
は
19
年
に
一
度
、
遡
旦
冬
至
が
予
測

通
り
に
訪
れ
る
と
言
う
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
王

が
正
し
い
政（
ま
つ
り
ご
と
）を
行
っ
て
い
る
と
信

じ
ら
れ
、
遡
旦
冬
至
を
祝
っ
て
、
宮
中
で
は
宴
を

催
し
盛
大
に
お
祝
い
を
し
た
と
い
う
。

　

第
41
代
持
統
天
皇
は
、
こ
の
19
年
７
ヶ
月
に
一

度
の
よ
み
が
え
り
の
象
徴
と
さ
れ
る
、「
遡
旦
冬

至
」
に
国
家
の
繁
栄
を
願
い
、
盛
大
な
祝
宴
を
催

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
「
冬
至
に
天
気
が
よ
け
れ
ば
翌
年
は
豊
作
」「
冬

至
に
雷
が
鳴
れ
ば
雨
が
多
い
」「
冬
至
に
南
風
が
吹

け
ば
地
震
・
日
照
り
・
大
雨
」
と
い
う
言
い
伝
え

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
遡
旦
冬
至
」の
め
で
た
い
日
を
機
に
多
良
間
村

の
ゆ
が
ぷ
ー
繁
盛
、
村
民
の
無
病
息
災
・
喜
内
繁

盛
を
祈
念
し
ま
す
。

広報たらま
寄付金のお礼

伊良皆  秀安様（沖縄県西原町在） 　 照屋  次男様（沖縄県豊見城市在）
ありがとうございました。
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☆
今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
見

る
と
、去
る
１
月
６
日
に
多
良
間

村
消
防
団
が
出
初
め
式
を
行
い
、

一
年
間
の
安
全
と
安
心
・
無
災
害

を
願
っ
た
。そ
の
後
、多
良
間
村

（
伊
良
皆
光
夫
村
長
）主
催
に
よ

る
新
春
の
集
い
を
初
開
催
。塩
川

集
落
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、多
く

の
村
民
や
関
係
各
機
関
が
参
加

し
新
年
の
抱
負
を
互
い
に
語
り

合
い
相
互
の
親
睦
を
図
っ
た
。

☆
１
月
20
日
、平
成
26
年
の
初
セ

リ
が
開
催
、子
牛
の
セ
リ
値
が
最

高
六
十
万
円
余
と
先
行
き
良
い

兆
し
と
な
り
畜
産
農
家
は
ほ
く

ほ
く
顔
で
あ
る
。ま
た
、こ
の
一

年
高
値
傾
向
で
取
引
さ
れ
て
い

る
。

☆
３
月
23
日
、多
良
間
村
制
百
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、隣

の
石
垣
市
に「
感
謝
の
碑
」を
建

立
し
た
。１
７
７
１
年
、明
和
の

大
津
波
で
多
良
間
島
民
は
多
く

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、大
き
な
被

害
を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
。そ
ん

な
多
良
間
島
に
対
し
食
糧
の
支

援
や
宮
古
島
へ
食
糧
調
達
に
渡

航
の
際
、天
候
悪
化
で
石
垣
島
へ

漂
着
し
た
多
良
間
の
人
々
を
手

厚
く
保
護
し
助
け
た
史
実
が
あ

り
、石
垣
島
の
方
々
へ
の
恩
を
刻

む
た
め「
感
謝
の
碑
」が
建
立
さ

れ
た
。

☆
４
月
26
日
、村
制
施
行
百
周
年

を
記
念
し
た
第
20
回
多
良
間
村
・

各
郷
友
会
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
。グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
と
お
し
て「
親
島

と
各
郷
友
会
」が
交
流
・
親
睦
を

図
り
、互
い
の
絆
を
確
認
し
合
い

「
ふ
る
さ
と
」の
素
晴
ら
し
さ
を

再
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

　

ま
た
伊
良
皆
村
長
は
、初
の

「
多
良
間
島
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
。

石
垣
在
、在
宮
古
、在
沖
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

ふ
し
ゃ
ぬ
ふ
法
人
代
表
ら
が
出

席
し
、多
良
間
村
の
将
来
に
向
け

た
意
見
や
提
言
な
ど
が
出
さ
れ

た
。

☆
６
月
17
日
、沖
縄
県
農
林
水
産

部
は
多
良
間
村
の
サ
ト
ウ
キ
ビ

生
産
者
２
５
２
人
を
、環
境
保
全

型
農
業
に
取
り
組
む
農
家「
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
」を
新
規
で
認
定
し

た
。島
ご
と
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
は

県
内
で
は
初
め
て
の
例
。堆
肥
や

緑
肥
・
有
機
物
等
に
よ
る
土
づ
く

り
や
化
学
肥
料
・
農
薬
等
の
使
用

低
減
の
導
入
、環
境
に
優
し
く
持

続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
に

取
り
組
む
農
家
を
沖
縄
県
が
認

定
し
た
こ
と
は
大
変
誇
り
で
あ

り
、日
本
一
の
黒
糖
生
産
へ
の
励

み
に
な
る
。

☆
村
制
百
周
年
記
念
事
業
に
伴

い
、当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
た
ら

ぴ
ん
」が
９
月
30
日
、村
役
場
で

お
披
露
目
し
た
。「
た
ら
ぴ
ん
」は

住
民
福
祉
課
で
住
民
登
録
手
続

き
を
し
、１
１
２
５
人
目
の
多
良

間
村
民
と
し
て
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
。「
た
ら
ぴ
ん
」

は
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
場
所

へ
出
か
け
多
良
間
島
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
く
。

☆
多
良
間
島
に
は
大
き
な
祭
り

が「
ス
ツ
ウ
プ
ナ
カ
」「
八
月
お
ど

り
」（
来
年
の
八
月
踊
り
は
９
月
の

５
連
休
で
あ
る
）が
あ
る
。数
多
く

の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
な
か
で
も
、

た
ら
ま
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

あ
り
、年
々
参
加
者
が
増
え
て
き

た
。健
康
増
進
や
体
力
維
持
に
は

毎
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。

☆
今
年
は
各
郷
友
会
長
へ
広
報
た

ら
ま
掲
載
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

快
く
頂
き
感
謝
、感
謝
で
あ
る
。

　

八
重
山
在
多
良
間
郷
友
会
長
の

山
城
吉
博
氏
を
皮
切
り
に
在
宮
古

多
良
間
郷
友
会
長
の
名
城
常
一

氏
、在
沖
多
良
間
郷
友
会
長
の
亀

川
博
薫
氏
、関
西
多
良
間
郷
友
会

長
の
下
地
勝
二
氏
、東
京
多
良
間

郷
友
会
長
の
土
井
幸
子
氏
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

て
る
け
ん

編集後記


